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会報第8号発行に寄せて                                

2015—2016 

白金心理学会イベント 

 2015年5月20日          

在学生部会ＳＣ第16回キャ

リア支援シリーズ「第2回法

務技官業務説明会」開催 

 2015年6月14日       

白金心理学会第８回大会：

総会、2014年度奨励費獲

得者研究成果報告、2015

年度奨励・活動費獲得者プ

レゼンテーション、シンポジウ

ム「今、学校で何が―小学

校教員が語る教育現場」、

懇親会 開催 

 2015年6月24日            

在学生部会ＳＣ第17回キャ

リア支援シリーズ「大学院生

による院進学説明会2015」

開催 

 2015年10月21日        

在学生部会ＳＣ第18回キャ

リア支援シリーズ「第3回法

務技官業務説明会」開催 

 2015年12月1日、3日            

在学生部会ＳＣ第19回キャ

リア支援シリーズ「院進学イ

ベント～院生とお話しよう～」

開催  
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みなさん、こんにちは。寒さの厳しい日が続き

ましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

さて、白金心理学会第９回大会が６月２５日

（土）に開催されることになりました。大会プロ

グラムの詳細が決まりましたのでお知らせいたし

ます。今回は大会テーマを「心理学研究の変遷」

として様々な企画を考えました。 

まず、総会では白金心理学会のさまざまな活動

と計画についてご報告いたします。 

続いて、第５回大会より始めた研究奨励費獲得

者の研究成果報告と今年度の獲得者による研究計

画のポスター発表があります。これは白金心理学

会として研究を奨励する目的で研究奨励費（１件

5万円）・活動奨励費（１件２万円）を交付する

ものです。2015年度からは、枠を広げ、より多

くの学生・院生の研究を奨励しています。 

次に、最近の心理学部や学生の最新の動向をみ

なさんに紹介します。今回は学内外で表彰を受け

た学生の紹介を予定しております。 

そして、今大会のメイン企画として、「心理学

研究の変遷」というテーマでパネルディスカッ

ションを行います。心理学部開設時に教員として

在籍していた道又先生、学生だった大久保先生を

お迎えし、お二人から当時から現在までに心理学

の研究内容・方法・対象がどう変わっていったの

かをお話しいただきながら、心理学が現代社会に

どう貢献できるのかを考える機会にしたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、これまで好評でしたティー・ブレイクの

時間も設けました。話題提供者への質問はもとよ

り、お世話になった先生に近況を報告するなど、

有意義にお使いいただければと思います。 

もちろん夕方からは例年と同じく懇親会も予定

しておりますので、こちらも是非ご出席くださ

い。同級生、先輩後輩、教員との親睦を深めてい

ただければと思います。 

多くの方の参加をお待ちしています。 

発行日： 

2016年3月18日  

 皆様、こんにちは。さいころ第８号をお届け

します。昨年２０１５年は公認心理師法が９月

３日に衆議院、同月９日に参議院で可決成立

し、心理学の特に臨床系にとって非常に重要な

年となりました。これまでも何度も今国会で成

立するだろうとの予測がなされたものの、なか

なか実現されませんでしたが、漸く成立の運び

となったことは、心理学関係者にとり大変喜ば

しいことと思います。国家資格化されたことに

より、今後病院や学校などでの心理職の需要が

高まることが期待できると思われます。 

 受験資格に必要なカリキュラムは今年前半く

らいには決まる見込みのようですが、心理学科

としては当然そのカリキュラムに対応し、卒業

生が大学院に進学して受験資格が得られるよう

に考えていく予定です。公認心理師の資格取得

者が出るのは６年後のことになるのか、詳しく

は承知しておりませんが、今後はこれまでの臨

床心理士や臨床発達心理士などの資格に代わ

り、公認心理師が重要な資格として求められる

ようになるでしょう。臨

床心理士などのこれまで

の資格の有資格者に自動

的に公認心理師の資格を

与えるということは、多

分ないのでしょうから、

再受験が必要になるので

しょう。卒業生の皆様で

臨床分野で活躍されてお

られる方々の再受験に向けての対応も今後の検

討課題になってくるのかもしれません。 

 公認心理師への対応が、今後数年間全国の大

学の心理学科の大きな課題となっていくと思わ

れます。教育発達学科では教員採用試験合格率

を上げていくことが重要な課題であり、同様に

心理学科の臨床分野では公認心理師の合格率

が、他大と比較される重要な指標となるでしょ

う。これからの心理学部のますますの発展のた

めに、教職員一同努力していきたいと思いま

す。 

花田 安弘先生 

花田 安弘 学会長（心理学部長） 

さいころ  
明治学院大学心理学部 白金心理学会報 

第8号 

白金心理学会第９回大会のお知らせ     出井 雄二先生（教育発達学科准教授）  

昨年の大会のようす 
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＜大学院ＳＣ＞ 

私たち大学院生SCは、2015年6月24日

(水)に、「院進学イベント」として大学院

説明会および個別相談会を開催しました。

第1部はSCによるそれぞれのコースについ

ての説明、第2部はM1にスタッフとして参

加してもらい、院進学を控えた3・4年生と

座談会形式で、それぞれの相談に乗っても

らいました。「大学院ではどのような勉強

をするのか」「いつごろから受験勉強をし

ていたのか」「研究計画はどのように立て

たらよいか」などの相談に、M1は自らの経

験を踏まえて正直に答えているのが印象的

でした。30名を超える学部生に集まってい

ただき、イベントは当初の予定よりも30分

ほど延長する大盛況のうちに終了すること

ができました。イベント後のアンケートの

中には、学部生からの声がたくさん書かれ

ていました。特に開催時期について要望が

ありましたので、来年度に生かしていきた

いと思います。 

今年度もたくさんのご支援ありがとうご

ざいました。 

 

＜3年ＳＣ＞ 

在学生部会では、新入生の支援を目的と

して、フレッシャーズ研修とスポーツ交流

会を毎年企画しています。 

今年度は例年同様、3年生が中心となり、

4月3日にフレッシャーズ研修を開催しまし

た。フレッシャーズ研修では大学生活につ

いてのガイダンスをはじめ、クラスごとに

分かれてレクリエーションによる新入生同

士の交流を行いました。また、クラスアド

バイザーの先生方にクラスミーティングを

行っていただきました。さらに、ソーシャ

ルスキルトレーニングの一環として、スー

ツを着用し都ホテルで食事会も行いまし

た。研修終了後には、新入生の抱いている

授業や大学生活への疑問や不安に対して、

「Chat Lounge」と名付けた相談の場を設

けました。この名称の影響か、例年より多

くの新入生が相談に押し寄せ、学年を越え

た交流を行うことができました。 

＜2年ＳＣ＞ 

今年度も学科ごとに1年生の春の交流会を戸塚

校舎の体育館にて開催しました。 

心理学科は6月に心理学科交流会という名のも

と開催しました。2年生で考えた借り人競争や

ドッジボールなどをチーム対抗戦で行い、学科

内でまだ話したことのない人とも話せるような

きっかけ作りができました。 

教育発達学科は5月にスポーツ交流会という名

のもと開催しました。準備をするにあたって1年

生の中から有志を募ったところ、20名ほどの協

力者を得ることができ、とても心強かったで

す。当日も「楽しかった！」の声をたくさん聞

くことができました。 

12月には、1年生が秋のスポーツ交流会を企

画し開催しました。  

同年12月の初めには、第19回キャリア支援イ

ベント「院進学イベント～院生とお話しよう

～」を開催しました。本イベントは、実際に明

治学院大学大学院で心理学を専攻する院生の方

をお招きし、参加者は直接院生の方と話してさ

まざまな疑問を解消してもらうもので、予定し

ていた1時間があっという間に過ぎてしまう、非

常に内容の濃いものとなりました。 

学部の代表として精進して参りますので、今

後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

在学生部会SC活動報告  （在学生部会ＳＣ） 

第16回キャリア支援シリーズ

「第２回法務技官業務説明会」 

法務技官の仕事の内容、施設

の紹介、休憩時間の過ごし方、

受験について、採用についてな

どの講演後、質疑応答の時間を

設けました。丁寧な説明と興味

深い内容に、時間があっという

間に過ぎました。 

第１8回キャリア支援シリーズ

「第３回法務技官業務説明会」 

前回の法務技官説明会と同様

に、法務技官の1日の仕事の流

れ、どんな対象を相手にするの

か、また、勤務している施設はど

のような所なのか…などについ

て、パワーポイントを用いて、丁

寧に説明していただきました。 

第17回キャリア支援シリーズ

「大学院生による院進学説明

会2015」 

今年は各コースごとの説明は10

分程度にまとめ、個別相談に多

く時間をとるようにしました。結

果、参加者が個人の相談をする

時間を長く持つことができて、イ

ベントへの満足度につながったよ

うです。 

第8号 

第１9回キャリア支援シリーズ

「院進学イベント～院生とお話し

よう～」 

開始直後は参加者が少なかった

ものの、途中から参加者が増え、

それにともない会も盛り上がって

いきました。 全体的に和やかな

雰囲気の会となりました。また開

催してほしいとの要望も出て、よ

い雰囲気で幕を閉じました。 

４月 フレッシャーズ研修（新入生） 

５月 スポーツ交流会（教育発達学

科1年生） 

６月 心理学科交流会（心理学科１

年生） 

 第１７回キャリア支援シリーズ

「大学院生による院進学説明

会2015」（3・4年生） 

１２月 秋のスポーツ交流会（１年生） 

 第１9回キャリア支援シリーズ

「院進学イベント～院生とお話

しよう～」 

ＳＣ活動一覧 
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ShannonとWeaverいう数学者・科学者が1949

年に発表したコミュニケーションモデルは，モデル

のシンプルさから心理学，特に社会心理学の分野

で，対人コミュニケーションの基礎モデルとして応

用された。例えば，説得研究では情報の発信装置

(Sender)を説得者，受信装置(Receiver)を被説得

者に置きかえ，被説得者が説得に応じるまでの過程

の中で，態度変容に影響を及ぼす要因の検討が行わ

れている。ShannonとWeaverのオリジナルモデル

では，発信装置から受信装置に正確に情報を伝える

にはどうしたらよいかという問題設定があった。心

理学では，情報が歪まないように伝えるにはどうし

たら良いか，被説得者が態度変容に応じるにはどう

したらよいかといった問題設定があった。つまり，

このモデルでは，送り手よりも受け手（被説得者）

の側に研究の焦点が置かれていた。送り手側も，情

報を発信するという行為によって，自分自身に何ら

かの影響が及ぶ可能性があると考えられるが，その

ことを積極的に論じた研究はまだ見たことがない。

しかし，幾つかの研究にそのヒントがある。 

 例えば，教育心理学や認知心理学の分野では，

送り手が情報を発信することによって自らに影響が

及ぶ現象を，“説明”に着目して検討している。自己

説明効果(Chiら, 1989)，共同学習(Webb, 1989)，

教え手学習効果(Cohen, Kulik & Kulik, 1982)，相

互作用効果(伊藤,滝花, 2009)などの研究では，説

明によって説明者本人の理解が深まることが報告さ

れている。自分や他者に向かって説明するという行

為を通して，説明対象の理解が深まることが分かっ

ており，教育学的に大変重要な知見と言える。 

 一方，社会心理学では，“説明”によって説明者

自身の知識に歪みが生じることが報告されている。

例えば大統領選で二人の候補者のうちどちらが勝利

すると思うか問い，その理由を説明させると，説明

させなかった者よりも候補者が将来勝つだろうと信

じるようになった(Carroll, 1978)。1970年台，

LepperやRossといった高名な社会心理学者達が“信

念固執効果”という効果を報告した。たとえ誤った

信念であっても，一旦植えつけられると，その信念

の影響が継続的に残るという効果である。後続の研

究では，信念の正当性を実験参加者に説明させる

と，信念固執効果の影響がさらに強く残ることが報

告されている(Anderson, Lepper & Ross, 1980)。

優れた他者による説明よりも，自己説明のほうが信

念固執に与える影響が大きいという報告もある

(Davis, 1997)。 

 筆者らは，説明を経験することによって，自

らが説明した方向に予想や信念が歪む傾向を”説

明バイアス”と呼び，そのメカニズムの解明に取

り組んでいる。これまでに報告された説明バイア

ス研究は，ほとんどが将来の予想を従属変数に

とっていた。しかし，結果が未知であれば，現

在，過去のことであっても同様の効果が生じる。

例えば，架空の心理用語の実在性の認知(宮本

ら，2015)，事故原因の内的外的帰属(Miyamoto, 

2016)などでも説明バイアスが報告されている。 

 説明バイアスは，教育的な視点から考えると

厄介な問題をはらんでいるかもしれない。例え

ば，教育場面では教育ディベートという手法が知

られている。教育ディベートとは，ひとつの論題

の下、２チームの話し手が肯定否定の立場に分か

れ、自分たちの議論の相手に対する優位性を第三

者であるジャッジに理解してもらうことを意図し

て、論理的に議論をするコミュニケーション活動

(日本ディベート学会HPより)である。教育ディ

ベートとは，自分の現在置かれた立場を肯定する

考え方を“説明”することであり，説明バイアスの

影響が懸念される状況である。討論の中で，偶然

割り当てられた立場からの説明・討論が，本人の

真の立場とは無関係にバイアスという形で内在化

される可能性がある。 

 教育ディベートでは，途中から自分の論じた

立場とは反対の立場に交代して討論が続けられる

こともあり，両方の立場に触れるので説明バイア

スを心配する必要はないと考える者もいるかもし

れない。しかし，心理学ではさまざまな形の初頭

効果が知られている。これは，最初に接した情報

の心理的な影響が後々まで残るというものであ

る。近年の研究では，レジ袋は地球環境に良い・

悪いという情報のどちらかに予め接した2者が，

その話題についてコミュニケーションをすると，

コミュニケーション直後は態度が中立化するが，

第3者に情報を伝達する段階で，最初に接した情

報の影響が再び現れることが示されている(宮

本，2013)。教育ディベートで，最初に肯定・否

定のどちらの立場をとるかということが，本人の

態度・信念形成に影響を及ぼす可能性がある。そ

のため，今後は，教育の現場にもフィールドを広

げ，説明バイアスの影響を検証してゆきたい。 

説明バイアスとその社会的影響  宮本 聡介先生（心理学科教授） 
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小野昌彦先生 はじめまして、2015年4月に

教育発達学科に着任しました小野昌彦です。 不

登校問題をライフワークとしています。学校復帰

を目指す不登校の方のアセスメント及び支援方法

の開発、未支援不登校への対応法、不登校 発現

予防方法の開発等の研究を実施してきました。不

登校問題解決には、 心理学、教育学、障害科

学、福祉といった多様な領域の学び を要請され

ました。これは、教育発達学科の目指している学

びと共通すると感じ、これからの大学での生活を

とても楽しみにしています。どうぞよろしくお願

いいたします。 

渋谷恵先生 2015年４月に教育発達学科に着

任しました渋谷恵（しぶやめぐみ）です。専門は

比較・国際教育学です。学生時代、アメリカに住

む日本人児童のためのキャンプ・カウンセラー、

アメリカ現地校でのインターン、タイへの留学な

どを経て、国や地域によって異なる学びの姿、文

化を超えて育つ子どもたちの教育に関心を持ち、

研究を始めました。現在はシティズンシップ教育

の国際比較、多文化共生教育を中心に研究と実践

を行っています。体験と理論の往還を大切にしな

がら、教育発達学科、特に国際教育コースの充実

に努めていきたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。  

松永あけみ先生 2015年4月に教育発達学科

に着任致しました松永あけみと申します。専門は

保育心理学、幼児教育です。主に、幼稚園や保育

所などの集団保育場面において、子どもたちがど

のように他児の感情や特性などの内的世界を認知

し、仲間関係を形成していくのか、そして、その

認知や仲間関係の形成に、保育者はどのような影

響をもっているのかについて研究を行っていま

す。仲間関係の形成は、児童期以降生涯に渡って

非常に重要な人間関係となります。その始まりが

幼児期であり、それを支える教育のあり方につい

て、学生のみなさんと共に、考察していきたいと

考えています。どうぞよろしくお願い致します。 

宮﨑眞先生 こんにちは。専門は特別支援教

育全般ですが、特に重度知的障害児や知的障害の 

ある自閉症児の発達支援法の開発に興味がありま

す。今まで試みたのはディスクリート試行指導、

立て遊び・ごっこ遊びによる象徴機能の発達促

進、共同行為ルーティンによるコミュニケーショ

ン行動の指導、スクリプト及びスクリプトフェイ

ディング手続きによる会話指導、ゲーム場面での

ソーシャルスキルトレーニング、その他文字・数

の指導や概念学習などです。明治学院大学という

大きなチャンスを活かし、更に研究と指導を進め

て行ければと思います。どうぞ、よろしくお願い

します。 

 

高岡祥子先生 はじめまして，2015年4月か

ら心理学科に助手として着任しました高岡祥子

（たかおか あきこ）です。専門は学習心理学，

比較認知科学です。動物の認知能力に興味があ

り，特に私たちにとって最も身近な動物であるイ

ヌの社会性について研究してきました。授業の補

助や，図書館でのISコーナーで，気軽に声をかけ

てください。明治学院大学の四季折々の美しい

キャンパスで仕事ができることを嬉しく思いま

す。これからもよろしくお願いいたします。 

松田崇志先生 2015年4月に心理学部の助手

として着任いたしました松田崇志（まつだたか

し）です。専門は認知心理学，高齢者心理学で

す。認知機能の中でも記憶に焦点を当て，記憶能

力（特に，思い出すことにかかわる能力）が加齢

に伴ってどう変化していくかを中心に研究を行っ

てきました。最近では，老いや高齢者のイメージ

にも関心を持っています。大学の4年間はかけが

えのない貴重な時間です。助手として，学生の皆

さんがこの時間を有意義に送ることができるよ

う，サポートしていきたいと思っています。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

杉山雅俊先生  はじめまして，2015年4月に

教育発達学科に助手として着任しました杉山雅俊

です。専門は理科教育学，教師教育学です。教師

を志す学生の皆さんがどのようにして理科授業に

関する力量を形成するのか，ということを中心に

研究を行っています。理科には，自然事象との関

わりという面だけではなく，課題を発見しそれを

解決するためにアプローチしていく手続きを直接

的に扱うという面にも魅力があります。教育発達

学科では，いくつかの授業科目に補助として携わ

ることになりますので，どうぞよろしくお願いい

たします。 

新任教員のご紹介 

小野 昌彦先生 

渋谷 恵先生 

松永 あけみ先生 

宮﨑 眞先生 

松田 崇志先生 

高岡 祥子先生 

杉山 雅俊先生 
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 2016年1月30日(土)、私たちは白金校舎で今年度

で退職される松村先生にインタビューをしました。 

  

―――「松村先生はなぜ心理学を学ぼうと思ったの

ですか？」 

先生「僕が学生の頃はね、心理学は今のようにメ

ジャーな学問ではなかったんだ。元々は教員になる

つもりで教員養成の学部に通っていたんだけど、教

育学部の中でも特に心理学に重点を置いた学科だっ

たから、心理学に接したことが心理学を学ぼうと

思ったきっかけだね。」 

―――「ちょうど明学の教育発達学科のような学科

だったのですね！」 

先生「そうそう、そんなことから心理学に興味を

持ったんだ。」 

―――「その後、院に進んで大学の教授になられた

とお聞きしましたが、小学校の教員としてお勤めに

なられたことはないのですか？」 

先生「それがややこしくてね、実は教員免許は持っ

ていないんです。免許をとる為の単位は取っていた

んだけどねえ、院進学一本にして免許の申請はしな

かったんです。よく言えば退路を断ったんだよ(笑) 

退路を断って、一年間浪人して必死で勉強したん

だ。」 

 

―――「先生はどのような大学生生活を送られてい

ましたか？」 

先生「学部時代は真面目じゃなかったな。大学生の

うちになにをやっていたかと言うと、映画観て山

登って本を読んでいました。そしたら終わっちゃっ

たんだよ(笑) 深田久弥さんの日本百名山があるだ

ろう？そのうち30くらい登ったんじゃないかな。南

アルプスや北アルプスの名峰も登ったよ。それに、

映画が好きでね、多い時には年間50本以上観ていた

かな。あとは小説を読んでいたよ。大江健三郎の初

期の頃からのファンでね。そんなことをやっていた

から、心理学はやる暇がなかったんだよ。」 

―――「趣味をたくさんお持ちでしたのですね、真

面目ではなかったという先生の発言に驚きまし

た！」 

先生「院に進んでからは修士論文を書いたりするか

ら、やっぱり真面目に勉強したんじゃないかな？山

登りは大学生までだったね。」 

―――「では、教授を引退なされた後はどのように

お過ごしになられるおつもりですか？」 

先生「そうだねえ、心理学はもうやらないつもりで

いるよ（半年だけやるけど）。」 

―――「ええーっ！？」 

先生「うん、心理学から離れて仲間とやっている同

人雑誌の編集とそれへの執筆が生活の中心になるか

な。それに学びなおしたいことが1つあって…ああ、

こっちがメインかな。要するに、学生生活に戻るっ

てことだね。」 

―――「なんだかウキウキしているように見えます

ね！」 

 

―――「先生の教訓から、学生生活のうちにやって

おくべきことはずばりどんなことでしょうか？」 

先生「僕が学生生活のうちにやっておくべきだった

なあと思うことは、日本語の読み書きをきちんと学

ぶということです。仕事柄、文章を書いたり様々

な論文を読んでいるとね、やっぱり言葉は大切だ

なあと思います。僕自身一見できているようで本

当は日本語をきちんと書けていないことを痛感す

るんだよ。」 

―――「母国語をきちんと書けるようになるとい

うことは大切なことなんですね。」 

 

―――「先生にとって、良い先生の条件とはなん

でしょうか？」 

先生「明学の講義では伝えられなかったんだけ

ど、僕はずっと先生のことを勉強してきたんだよ

ね。結論を言うと…特に答えはないんです。」 

―――「と、言いますと？」 

先生「なんだろうね、よく先生って児童理解が初

めにあって、それに基づいて学級経営をしていく

ということがあるんだけど、つまり自分が児童を

どう理解するかでしょ？児童理解は実は自己理解

なんだよ。つまり、自分がどういう視点で児童を

見ているかがわかっていることが大切だと思うん

だ。それを少しでも理解しようとするかどうか、

そういうことが出来ている人は良い先生だなと上

手な先生の話を聞いていて思うようになりまし

た。」 

 

―――「現在の小学校教育における問題点とはど

んなことでしょうか？」 

先生「最近心配なことは、異動プロブレムという

ものです。元々力のある先生が、異動した先の学

校で潰れてしまい、先生をやめてしまったり病ん

でしまったりしてしまう問題です。先生たち自身

の教員集団の中で、上手に他の先生をサポートし

たり認めたりしてお互いが育っていける環境にし

ていくことが必要だと思います。目先の結果より

も、教員同士がゆとりを持っていることも大事だ

と思います。」 

 

―――「明学生へ向けてメッセージをお願いしま

す。」 

先生「明学生には、勉強やスポーツなどいろんな

ことにもっと貪欲になって欲しいと思います。み

んな穏やかで素直だし、雰囲気が良いところは素

敵だと思います。しかし、勉強への貪欲さがたり

ないかなあと思います。学生は学ぶことが商売だ

からね、貪欲に行こう！そして、これから仕事に

就くみんなに伝えたいことは、就いた仕事を好き

になる努力をしようということです。好きなこと

は仕事ではなく、趣味だと思っています。どう

やったら就いた仕事を好きになれるか考えて工夫

していくことが大切だよ。頑張ってください。」 

 

《インタビューを終えて》 

「どんなこと知りたい？」「聞き漏らしたことが

あればなんでも言って？」など松村先生らしい優

しい言葉をかけて下さり、とても穏やかな雰囲気

の中でインタビューを行うことが出来ました。ま

た、授業では聞けない意外な一面もお聞きするこ

とが出来ました。短い時間でしたが、とても貴重

な時間となりました。松村先生、本当にありがと

うございました。 

松村先生にインタビュー  丸山大輝・内田陽一・鈴木晴香（在学生部会ＳＣ） 

（左から） 

内田 陽一さん 

鈴木 晴香さん 

松村 茂治先生 

丸山 大輝さん 

なごやかな雰囲気ではじまった

インタビュー 

インタビューのようす 

終始にこやかに話される松村先生 

テンポのよい先生の話に引き

込まれます 

集合写真 
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○白金心理学会第９回大会のご案内 

 来る2016年6月25日（土）13：00から白金校舎において「白金心理学会第９回大会」を開催

いたします。当日は懇親会もございますので、同期の仲間や後輩たちに会ういい機会になれば幸

いです。皆様お誘いあわせの上ご参加下さい。（大会・懇親会共に当日参加も可能ですが、資

料、料理の手配の関係上、白金心理学会ホームページからの事前申し込みにご協力ください。な

お、懇親会のみ有料です。） 
 

○教員からのお知らせ 

 2016年3月、松村茂治先生（教育発達学科教授）、溝川藍先生（教育発達学科助教）が退職さ

れました。 

 また、岡田和久先生（心理学科准教授）は日本大学文理学部心理学科に異動されました。 

 今年度のサバティカルは阿部裕先生と市川珠理先生と田中知恵先生です。今年度は出校されま

せんので、ご注意下さい。 
 

○卒業生のみなさまへ 白金心理学会にご入会下さい！ 

 すでに心理学部および心理学研究科の皆様には入学・進学時にリーフレットを配布しご案内し

ておりますが、在学期間中は学会費として一人年間2000円をお預かりしております。 

 卒業生の皆様におかれましても、この機会に是非ご入会下さいますようお願いいたします。 

 お預かりした会費は、次のような活動の費用に充てられます。 

①心理学部（前身諸学科含む）卒業・修了生、教員、在学・在院生、との交流会の企画および運営 

②在学・在院生、卒業・修了生のキャリア支援のためのイベント企画及び運営 

③心理学部（前身諸学科含む）、心理学研究科名簿管理 

④年次大会・総会開催、会報発行、講演会企画及び運営 

⑤白金心理学会に関わる広報活動 

ご不明な点は、白金心理学会事務局までご連絡ください。皆様のご入会をお待ちしております。 
 

○卒業後の住所変更登録にご協力下さい！ 

 卒業時から住所が変わっている方、また、ご実家の住所が変わっている方は、白金心理学会事

務局にご一報ください。住所変更登録は白金心理学会ホームページ「卒業生へのお願い（連絡先

変更登録）」ページで登録できます。ご協力をよろしくお願いいたします。 

事務局よりお知らせ 

〒１０８－８６３６ 
東京都港区白金台1－2－37 
明治学院大学１１号館３０２号室 
 

TEL＆FAX: 

０３（５４２１）５８１４ 

問い合わせ用E-mail : 

shinro@psy.meijigakuin.ac.jp 

 

白金心理学会第９回大会 

参加申し込み及び住所変更

は下記URLまで 

ＵＲＬ：http://

psy.meijigakuin.ac.jp/shiropsy/ 

発行： 

明治学院大学心理学部 

白金心理学会 事務局 

白金心理学会ホームページのご紹介       

  白金心理学会のホームページがあるこ               

とは、皆様ご存知でしょうか。 

 在学生、卒業生に向けた情報を随時発     

信しています。 

 「学生部会(ＳＣ)主催のイベントのお

知らせ」は主に在学生向けとなっていま

すが、「研究奨励事業に関するお知ら

せ」、「白金心理学会大会のお知らせ」

などは、卒業生の皆様も是非ご覧くださ

い。 

 また、卒業生の皆様から在学生にむけ

て発信したい内容（※）などございまし

たら、メールにてお知らせいただけれ

ば、白金心理学会ホームページに掲載い

たします。問い合わせ用E-mail宛てに、是非お知らせください。 

※心理学に関係する資格や仕事内容の紹介、イベントの紹介など 

 

【白金心理学会ホームページのアクセス方法】 

・検索サイトで「白金心理学会」と検索 

・ブラウザにＵＲＬを入力→ http://psy.meijigakuin.ac.jp/shiropsy/  

・右のＱＲコードを読み取る 

第8号 

白金心理学会 

イメージキャラクター 

「さいころくん」 

白金心理学会ホームページ 

●ゼミ情報紹介 

 心理学科、教育発達学科、

両学科の全ゼミについて、ゼミ

生が紹介した内容が掲載され

ています。過去６年分掲載され

ているので、卒業生の方が自

分の所属していたゼミの今の姿

を見てみるのもおもしろいかもし

れません。 

●会報「さいころ」のデジタル版 

 過去に発行された「さいころ」

をホームページで見ることがで

きます。 

 意外な同級生が紙面に登場

しているのを発見することがあ

るかも・・・？ 

ホームページにはこんなこと

も載っています 


